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19 糖尿病患者への療養指導の現状と課題 

-SMBG の指導について- 

○石田良恵 田口愛深 田中章俊 関口勝彦 

菱木敏男 佐瀬正次郎 高橋英則

(国保旭中央病院) 

【目的】当院では、臨床検査技師が SMBG 指導を行 

っている。今回、SMBG 指導の現状と SMBG ｱﾝｹ-ﾄ調 

査などから今後の課題について検討したので報告 

する。【SMBG 指導の現状】1)SMBG 指導件数：平成 

15 年度に糖尿病代謝内科開設後、著しく指導件数 

が増加し平成 16年度は 305 件となった。 検査業務 

と指導は兼任のため人員の調整に苦慮している。 

2)高齢者への対応:理解力や視力低下、 手の震えの 

ある患者は指導に時間を要する。必要に応じ家族 

同伴での指導や入院中は看護師にﾌｫﾛ-を依頼して 

いる。 3)指導上の注意点:機器の特性を理解し正確 

に測定を行うため以下の注意点を説明している。 

①血液量:血液量不足による測定値誤差②採血部 

位による測定値の違い:指頭と前腕部の違いと低 

血糖症状時の指頭採血の重要性③組織液混入:無 

理な血液採取や前腕測定による組織液混入の影響 

④機種間差と影響物質:機種による血糖値換算法 

の違いと使用電極による輸液や酸素分圧の影響 

【SMBG・穿刺器具のｱﾝｹ-ﾄ】当院貸与機器に対する 

患者の満足度を調査する為、貸与機器と新機種と 

を比較したｱﾝｹ-ﾄを実施した。その結果、血液量が 

多い機種や操作が煩雑な機種の評価は低く、操作 

が簡単で、少ない血液量で測定可能な機器や指頭 

以外での測定が可能な機器への評価が高かった。 

穿刺器具では、操作が簡単な現状の穿刺器具への 

満足度が高く、また、操作が煩雑だが痛みの少な 

い器具への要望も多かった。【課題】1）指導件数 

増加に対する体制の見直しが必要 2）高齢者など 

QOL の低下した患者へのﾌｫﾛ-ｱｯﾌﾟ体制の強化 3） 

SMBG の機種間差の標準化 4） ｱﾝｹ-ﾄ結果を考慮した 

SMBG・穿刺器具の見直し【考察・まとめ】患者が 

正確に血糖自己測定を行うための指導には、個々 

の患者の視点に立った指導と機種選択、更には検 

査 室 の 体 制 造 り が 必 要 と 思 わ れ る 。 
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20 糖尿病患者への療養指導の現状と課題 

―ＳＭＢＧ保守管理について― 

○田口愛深 田中章俊 関口勝彦 石田良恵 菱 

木敏男 佐瀬正次郎 高橋英則 

(総合病院国保旭中央病院) 

【目的】SMBG 貸与後の保守管理が重要である｡保 

守管理の現状と課題を報告する。 

【点検依頼の現状】 1.点検件数の推移:H12 年度 49 

件から年々増加し H16 年度は 126 件となった。な 

お、点検は、定期点検ではなく随時点検を実施し 

ている｡2.患者の年齢層:60 歳以上が 65％以上占 

め､70歳代33％､80歳代2％と高齢者の点検依頼が 

多い｡3.点検の内訳: H16 年度の１年間の点検依頼 

の内訳は定期点検 11％､作動不良･測定値異常 

55％(実際の故障 6％､操作ﾐｽ 17％)測定値の相談 

22％､電池交換 6％となっている｡ 

【保守管理の現状】1.点検項目: 1)患者からの点 

検依頼内容(点検希望､動作不良、 測定値異常､電池 

切れなど)を確認し点検作業を行う｡2)各機器専用 

の点検治具､点検ﾁｯﾌﾟ､ﾁｪｯｸｽﾄﾘｯﾌﾟによるﾁｪｯｸ 3) 

精度管理試料によるﾁｪｯｸ 4)動作異常やｴﾗｰ発生の 

有無 5)電池の有無 2.対処法:1)動作不良･測定値 

異常が無い場合は､結果を説明し｢点検日､電池交 

換､次回交換予定｣の点検済みｼｰﾙを貼る｡これによ 

り、 定期点検を促し､次回の点検や電話などに迅速 

で確実な対応ができるようする｡2)動作異常やｴﾗｰ 

発生は、SMBG を交換する｡故障機器は､ﾒｰｶｰに故障 

原因の調査を依頼し､その調査報告書は検査科ｽﾀｯ 

ﾌ間で情報を共有し､その後の保守点検に役立てる。 

3)手技上の問題が考えられる場合再指導を行う｡3. 

保守管理記録:患者ごとの保守点検の結果を｢保守 

点検表｣で記録し､その後の保守管理に役立てる。 

【課題】1)定期点検および高齢者への測定手技の 

再確認体制の構築 2)SMBG 貸与件数の大幅増加 

(H14年度に比べH16年度は 269件とほぼ倍になっ 

た)は､今後点検の増加も予想される｡その為､SMBG 

専用相談窓口の設置が必要。 

【考察・まとめ】糖尿病患者は､SMBG や測定値､測 

定手技に不安を持っていることが多く､点検体制 

の更なる充実が必要と思われる｡ 
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